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2009 年度　埋蔵文化財関係統計資料
都道府県別埋蔵文化財発掘届出等件数
全国　7.951 件
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2009 年度(平成21年度)発掘届出等の概要
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年度別発掘届等件数の推移
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工事に伴う事前発掘調査件数前年比増加率
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2009年度（平成21年度） 本発掘調査の事業種別費用
土砂採取
空 港
道路
鉄道
空港
河川
港湾
ダム
学校
住宅
個人住宅
工場
店舗
個人住宅兼工場店
その他建物
宅地造成
土地区画整理
公園造成
ゴルフ場
観光開発
ガス等
農業基盤整備
その他農業
土砂採取
その他開発
自然崩壊
〔単位:千円〕
費 用　　　 比 率
30.423,703　48.8%
2.966.737　　4.8%
143.357　0.2 ％
3,518,737　　5.6 ％
0　　0.0 ％
1.131.594　　1.8 ％
2､023,055　　3.2 ％
2.315､238　　3.7%
657.767　　1.1 ％
342.844　　0.5 ％
660､863　　 凵 ％
58.533　　0.1 ％
3,886.933　　6.2 ％
751､538　　1.2%
7.017.979　11.3%
657､848　　 凵 ％
60､731　　0.1%
11.281　　0.0 ％
892､882　　1.4%
3.248.884　　5.2 ％
421,127　　0.7%
53､881　　0.1 ％
|.07 】.005　　1.7%
53.977　　0.1 ％
合計62､370､494
2009年度(平成21年度) 開発事業にともなう本発掘調査費(事業原因者別)
個人住宅
都道府県
公 市町村　　　　公団
共 地方自治体公社/公E
事 省庁
業JR 鉄建公団
者 道路公団都市機構
その他公社/公団
大企業
民 中小企業
間 零細企業
事 組合
業 個人事業
者 個人住宅
その他
地方 自 治体 公社/ 公 団
４
( 単 位; 千 円)
費 用
16.392j91
9.346.807
358.678
18､022､265
2､408､444
7,735,560
772､899
1,851.997
1､063､972
85.842
1,531,094
736､787
616､209
1,447,549
合計62.370,494
比 率
29.8％
17.0％
0.7％
32.7％
4.4%
14.1%
1.4%
3｡0％
1.7%
0.1％
2.5％
1.2%
1.0％
2.3％
件 数
1.152
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187
417
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4､685
件数
990 公共小計
980　　　　 費用
28　55,037,044
356　　　　 比率
57　　　88.2 ％
103　　　　 件数
61　　　2､575
225
348
??????
?
?
?
?
4､685
民 間 小計
費 用
7､333,450
比 率
||.8％
件 数
2,110
金額 単位百万円
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緊急発掘調査費用の推移
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緊急発掘調査費用(民間事業十公共事業)前年比増加率
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埋蔵文化財専門職員数前年比増加率
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2010 年度（平成22 年度） 埋蔵文化財専門職員の体制
｢匸 万1
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７
亙｢ マ マ ‾司
区　 分
課　 程
尖 施 期 日
定　 に
対　 匁
申込締 切
予 定 日
一
宿泊施設
築　遺
査　課
-
6月13日～
6月17日
専　　　　　　　　　I"J
構 建造物像作活川 石器・石 製品 自然科学的年代 保作科学川金価 保存科学ll（木製造　跡　測
程 基　礎　課　程I闃　査　ａ　程 決 定 法 課 程製 造物 ）課程遮 物 ）課 程課
12名
地域 の中 核となる
地 方公 川 爿体の
文化 財担｀li職Ｕ
6月2叩 ～
６月2川
-
16名
11
9川12日～
9汨6 日
-
10名
11
9月26川～
9月30日
-
12 名
11
10月町1～
10月13凵
10 名
11
10川3 冂～
10月2凵|
10 名
11
10月261]～
日 月211
-
10 名
11
研　　　　　　　　　 修
!,t遺跡情報記録 文 化 財 写 真
程調　介　課　程課　　　　 程
Ｈ 川4 日～
11月181'|
16 名
μ
Ｈ 月28 日 ～
12 月８凵
10 名
11
建築 辿 構の 調 査　 刻ﾋ 財 建造 物の　 旧 石器時 代から　 年 輪年 代 法とc14 金属 製 遺物 の保　 木 製辿 物の 保 存 辿 跡 の測|汰およ
に 関して必 要な　 保 護行 政をお こ　 弥 生時 代の 石 器 年 代 測定 法を巾　 存処 理を 外注 す　 処理を 外 注する　 び外 注に 必 要な
■tfl"]的 知識と技　 なうための 、文化 を巾 心として､ 石　 心とする、自 然 科 るため に 必 要とな ために 必 要となる 専門 的 知 識と技
術の 研修　　　　 財 建造 物に 関す 材鑑 定･ 観 察･ 分 学 的 手法 による　 る鵬 礎的な 知ａ　 鵬 礎的な 知 識　　 術の 研修
る 从礎､ および 文 類･ 編 年･ 製作 技　年 代 測定 に関 す を､ 講 義と尖 習を を､ 講義と実習を
化 財 建造物 の 保 法などの辿 物 調　 る専門 的 知識と　 通して習 得 するこ 通して 桝 得するこ
存･ 活 川 に関 する 査方法ならびに　 技 術の 研 修　　　 とを日指 す 研修　 とをI'l指卞 研 修
鵬 礎の習 俳を||　 石 器･ 石 製 品の
指 す研 修　　　 発 掘調 査 方法 に
関 する専門 的 知
識と技 術の 習得
を 目指 す研 修
嘔成23年
４月28日(木)
-
あ　り
ヽI城23 乍
･闊28 日(木)
-
あ　り
嘔成23年
7月29n(金)
-
あ　り
平成23年
8月12卩(金)
-
あ　り
ｆ成23年
8川9 口(金)
-
あ　り
※各研 修はリニューアル が図られてい ます。
※募 集は各 都道府県 及び政 令指定 都lli教育委 貝 会を通じて行われますO
※研修 参加 決定通 知は研 修開始 日の約1 ヶ月 前に通知のT･ 定で す。
平成23年
8月19｢1(金)
-
あ　り
･ド成23年
9JH･11](水)
-
あ　り
報
課
１
告 ，ll作 成追 跡 等 環 境 保存科学Ⅲ（応急地　質　環
確整　備　課　程処 置 ）課 程調　査　踝
12月８卩～
12川16日
16 名
11
卜 口O 卩 ～
口j20 川
12 名
11
辿跡･辿物のIE　 攵化財調 介にお　見やすく読みや　地城における辿
確な記録とその　 ける写真夊務煢　すい報告 みの作 跡等の保存竹
医作１法として、 般に関して､搬　 り方と､図録･学　 理･公開活川に
GISやデータベー 影･保竹活川に　 術誌編 集の基礎 関する計画 立案
スの利川法に関　ついての基礎知　に関する研修　　の鵬礎的知巌、
する基礎的な知　識を講義､ 尖習を　　　　　　　　 事例紹介一見学
識の収得を[I指　通じて自家 処理･　　　　　　　　　のほか､ 基本構
す研修　　　　　外部委託にかか　　　　　　　　　想 な案の演桝を
わらず鳥品質な　　　　　　　　　 行う研修
写真資料を収得
することを日的と
する研修
嘔成23年
9月30日(金)
-
あ　り
嘔成23乍
10川14日(金)
-
あ　り
平成23年
10JH4卩(金)
-
あ　り
平成23年
Ｈ月25H(&)
-
あ　り
2月６Ｈ～
２月10 川
10名
11
発掘 調 査にお い
て出il した脆 弱
迦物 の 取り上げ 、
保 存 処理までの
ｰ一時 保 竹 法 等の
辿物 の 取り扱 い
に関 する応 急処
置 にっい て､ 講
義と実 桝を通して
習 得 する研 修
平成23年
12月22卩(木)
-
あ　り
2月川1 ～
2月2211
-
16名
11
環境 杪占学の基
幹を構成する地
質環境分野の最
新の研究法と､そ
の成果について
の専門的知識と
技術の研修
傴成23年
12月27卩
-
あ　り
